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まちの話題TOWN YORON TOPICS

　

西
金
澄
さ
ん
（
88
歳
）
が
、

高
齢
者
叙
勲
「
旭
日
単
光

章
」
を
受
章
さ
れ
、
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
さ
ん
は
昭
和
59
年
か

ら
３
期
に
渡
り
与
論
町
議

会
議
員
に
在
職
し
、
町
政

全
般
の
振
興
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
単
光
章 

西
金
澄
さ
ん
が
受
章

赤
崎
灯
台
の
レ
ン
ズ　

　
　
　
　
　

海
上
保
安
庁
よ
り
寄
贈

与
論
島
の
海
を
照
ら
し
て
40
年

　

赤
崎
灯
台
で
、
昭
和
46

年
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た

フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
、
奄

美
海
上
保
安
部
か
ら
与
論

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

レ
ン
ズ
は
、
全
体
の
高

さ
約
86
㎝
、
重
さ
は
72
㎏

に
も
な
り
ま
す
。

　

海
を

行
き

交

う

船

と

人
々
の
安
全
を
守
り
続
け

て
き
た
こ
の
レ
ン
ズ
は
、

広
く
町
民
や
観
光
客
に
、

灯
台
の
役
割
や
歴
史
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
学

術
資
料
と
し
て
、
サ
ザ
ン

ク
ロ
ス
セ
ン
タ
ー
に
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
、
環
境
省
の
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ

に
分
類
さ
れ
て
い
る
「
シ
マ

チ
ス
ジ
ノ
リ
」
が
、
与
論
町

西
区
の
湧
水
井
戸
「
麦
屋
井

（
ヰ
ン
ジ
ャ
ゴ
ー
）
」
で
自
生

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
内
で
は
沖
縄
で
の
自
生

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
で
は
初
め
て
。

　

麦
屋
井
は
、
古
来
よ
り
神

格
高
く
羽
衣
伝
説
を
残
す
な

ど
著
名
な
井
戸
で
、
地
元
住

民
に
よ
り
大
切
に
管
理
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

自
生
地
が
減
っ
て
い
る
中

で
、
従
来
の
分
布
域
外
で
確

認
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
事
で
す
。

　

今
後
は
、
島
の
宝
と
し
て
、

大
切
に
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

シ
マ
チ
ス
ジ
ノ
リ
が
、
麦
屋
井
（
ヰ
ン
ジ
ャ
ゴ
ー
）
で
発
見

国
の
天
然
記
念
物

　

島
の
方
言
や
歴
史
な
ど
を

題
材
に
し
た
、
与
論
（
ユ
ン
ヌ
）

カ
ル
タ
を
競
い
合
う
「
与
論

カ
ル
タ
大
会
」
が
２
月
13
日

砂
美
地
来
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
は
遊
び
な
が
ら
与
論

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
習

慣
を
知
る
と
と
も
に
、
島
と

ユ
ン
ヌ
フ
ト
ゥ
バ
（
与
論
方

言
）
を
愛
す
る
心
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、

各
こ
ど
も
会
か
ら
３
名
一
組

で
出
場
し
、
予
選
リ
ー
グ
戦
、

勝
者
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、

真
剣
な
表
情
で
札
を
追
い
、

枚
数
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

低
学
年
の
部
で
は
、
「
朝
戸

Ｂ
」
チ
ー
ム
、
高
学
年
の
部

で
は
「
わ
い
た
ん
で
ー
２
」

チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

与
論
（
ユ
ン
ヌ
）
カ
ル
タ
大
会
開
催

あ
そ
び
な
が
ら
島
の
文
化
・
習
慣
を
学
ぼ
う
！

菊　秀史 さん
　

島
の
観
光
名
所
と
し
て
も
有
名

な
、
東
区
に
あ
る
与
論
民
俗
村
が

所
有
す
る
生
産
・
生
活
用
具
等
、

１
０
９
４
点
が
、
登
録
有
形
民
俗

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
与
論
民
俗
村
代
表

を
務
め
る
、
菊
秀
史
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

国の登録有形民俗文化財
与論民俗村所有
与論島の生産・生活用具１０９４点が登録

２
月
13
日

砂
美
地
来
館
に
て

　

与
論
民
俗
村
に
は
、
前
身

で
あ
る
与
論
民
具
館
を
開
設

し
た
菊
千
代
さ
ん
が
昭
和
30

年
代
後
半
か
ら
島
内
で
収
集

し
て
き
た
与
論
島
の
生
活
用

具
や
、
漁
具
、
衣
服
・
機
織

り
道
具
な
ど
が
数
多
く
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
の
は
、

与
論
島
の
生
産
と
生
活
に
係

わ
る
用
具
で
、
保
存
状
態
が

良
い
１
０
９
４
点
。

　

文
化
審
議
会
は
、
「
与
論
島

の
生
産
活
動
の
実
態
や
伝
統

的
な
生
活
文
化
を
知
る
上
で

不
可
欠
な
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
指
定
・
登
録
の
な
い
奄

美
地
方
の
生
活
文
化
を
示
す

資
料
群
で
あ
り
、
我
が
国
の

生
活
文
化
の
地
域
差
や
変
遷

を
理
解
す
る
上
で
貴
重
で
あ

る
。
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
菊
秀
史
さ

ん
に
、
今
の
民
俗
村
の
お
仕

事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
と
、

「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
単
に
訪

れ
た
方
を
案
内
す
る
だ
け
で

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
あ
る
与
論
島
の
昔
の
暮

ら
し
を
目
に
す
る
こ
と
で
、

逆
に
自
分
た
ち
の
祖
先
が
ど

の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
？
と
い
う
気
づ

き
を
与
え
て
い
く
こ
と
も
、

私
た
ち
の
課
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
」

　

ま
た
、
今
回
の
登
録
に
つ

い
て
は
、
「
今
回
の
登
録
有
形

民
俗
文
化
財
の
登
録
が
、
こ

う
い
っ
た
伝
承
活
動
の
大
き

な
一
歩
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
40
回
県
立
与
論
高
等
学
校
卒
業
式

　

第
40
回
県
立
与
論
高
等

学
校
卒
業
式
が
３
月
１
日

行
わ
れ
、
41
名
の
卒
業
生

が
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
た
学
び
舎
を
後
に
し

ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
島
、
ひ
と
つ

の
町
に
あ
る
ひ
と
つ
の
高

校
で
、
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
様
々
な
体
験
を

し
て
き
た
生
徒
達
に
向
け
、

校
長
先
生
は
、
「
自
分
一
人

で
は
生
き
て
い
く
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
家
族
・
親
戚
、

仲
間
や
先
生
方
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
ま

で
よ
り
よ
く
生
き
て
く
る

こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感

謝
を
し
、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
生
活
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
卒

業
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
に
進
む
道
は

違
っ
て
も
、
与
論
島
で
の

思
い
出
を
胸
に
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

元気な
　　　笑顔島の

新
た
な
一
歩
ヘ
向
か
っ
て

与論民俗村　代表


